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住
宅
・
建
物
の
種
類
は

　
　
　
　
　
　
　 

い
ろ
い
ろ
あ
る
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み
な
さ
ん
が
ご
承
知
の
よ
う
に
、
住
宅
や
建
物
に
は
い
ろ
い
ろ

な
建
て
方
や
使
い
方
・
住
み
方
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
に
つ
い
て
言

え
ば
、
戸
建
住
宅
と
共
同
住
宅
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
戸
建
住
宅
に

は
通
常
は
１
世
帯
の
家
族
が
住
み
ま
す
が
、
最
近
で
は
２
世
帯
、

３
世
帯
が
住
む
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
共

同
住
宅
に
は
、
小
さ
な
独
身
者
用
ア
パ
ー
ト
か
ら
高
層
高
級
マ
ン

シ
ョ
ン
ま
で
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
も
の
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
日
本
全
国
の
比
率
を
見
ま
す
と
、
全
世
帯
約
４
４
０
０
万
の

内
、
戸
建
住
宅
に
住
ん
で
い
る
世
帯
は
５８
％
、
共
同
住
宅
は
４２
％

で
、
戸
建
の
方
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
差
は
年
々
縮
ま
っ
て
い

ま
す
（
総
務
省
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
報
告
よ
り
）。

　
ま
た
、
持
家
世
帯
と
借
家
世
帯
の
比
率
も
、
６
：
４
く
ら
い
で

す
が
、
こ
ち
ら
の
比
率
は
最
近
あ
ま
り
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
住
宅
に
つ
い
て
述
べ
る
場
合
、
共
同
住
宅
に
つ
い
て
も
き
ち
ん

と
述
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
誌
面
の
制
約
上
、
戸
建
住
宅
を
主

に
取
り
上
げ
ま
す
が
、
話
の
中
に
は
共
同
住
宅
に
も
当
て
は
ま
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
を
購
入
す
る
場
合
、
新
築
住
宅
か
中
古
住
宅
か
と
い
う
こ

と
は
日
本
人
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
す
。
中
古
住
宅
と
言
う
と

な
ん
と
な
く
汚
く
て
安
物
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
日
本
で
は

継
子
扱
い
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
購
入
時
に
転
売
を
想
定

し
て
購
入
す
る
と
い
う
発
想
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

買
う
方
も
売
る
方
も
「
終
の
棲
家
」
を
建
て
る
と
い
う
こ
と
を
テ

ー
マ
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
欧
米
を
比
較
し
た
場
合
、
日
本
は
中
古
住
宅
の
市
場
が
極
端
に

小
さ
く
、
住
宅
市
場
を
矮
小
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
買

う
方
に
も
売
る
方
に
と
っ
て
も
不
幸
な
状
況
で
、
大
き
な
問
題
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
５
で
説
明
し
ま
す
が
、
日
本
で
も

中
古
住
宅
が
中
古
車
並
み
に
売
買
さ
れ
れ
ば
、
我
々
の
住
宅
事
情

は
も
っ
と
質
の
高
い
豊
か
な
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

●
戸
建
住
宅
と
共
同
住
宅

●
新
築
住
宅
と
中
古
住
宅
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住宅や建物の種類

住宅・建物

戸建住宅 

共同住宅 － アパート・マンション・公団住宅

日本の全世帯
約４,４００万世帯
の調査

● 住宅や建物にはいろいろな建て方や使い方、住み方がある

● 戸建住宅と共同住宅の比率

● 持家世帯と借家世帯の比率

共同住宅

４２％

戸建住宅

５８％

（総務省　住宅・土地統計調査報告より）

持家世帯

６０％

借家世帯

４０％
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工　法 材　料 構　造

●工法別建築内訳

特　徴

鉄　骨

木造軸組
（在来工法）

ツーバイフォー
（２×４）

木質パネル

柱・梁で支える木　材

木　材
薄い鉄板を
使うものは
スチール
ハウス

木　材

柱・梁で支える

壁で支える

柱・梁で支える
又は壁で支える

設計の自由度があり開
口部もとりやすい。日
本に古くからある工法

厚さ２×４インチの角
材を並べて壁・床・天
井を造る。合板を張る
ので気密性がある

工場でパネルを生産す
るため品質が安定し工
期も短い

鉄筋コンクリート
鉄筋コンク
リート

コンクリートを現場打
ちする工法とPCパネ
ルを組立てる工法とが
ある

軽量鉄骨軸組
鉄骨系で最も多いが、
ほとんどがプレハブ。
強度がある

重量鉄骨ラーメン
高層ビルなどに使われ
ている頑強な構造。抜
群の耐震性と耐久性

2

建
物
の
構
造
と
工
法

12

P
a
r
t
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建
物
は
、
し
ば
し
ば
主
要
構
造
部
（
柱
や
梁
な
ど
の
建
物
の
荷

重
を
支
え
る
部
位
）
の
材
料
や
工
法
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
ま
す
。

材
料
で
分
類
す
れ
ば
、
木
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
鉄
骨
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
も
含
む
）、鉄
骨
造
な
ど
が
現
在
の
日
本
で
の

主
要
な
材
料
で
す
。
欧
米
で
よ
く
見
ら
れ
る
レ
ン
ガ
や
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
の
組
積
造
は
日
本
で
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。

　
平
成
１２
年
度
に
建
設
さ
れ
た
約
１
２
０
万
戸
の
全
住
宅
（
共
同

住
宅
は
住
戸
数
で
集
計
）
の
内
訳
を
見
ま
す
と
、
４５
％
が
木
造
、

３４
％
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、２１
％
が
鉄
骨
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。
木
造
の
ほ
と
ん
ど
は
戸
建
住
宅
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

ほ
と
ん
ど
は
共
同
住
宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
）
で
あ
る
こ
と
が
想

像
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
工
法
で
分
類
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
同
じ

木
造
で
も
、
日
本
に
古
く
か
ら
あ
る
工
法
は
、
柱
と
梁
で
骨
組
み

を
造
り
ま
す
の
で
、
軸
組
工
法
（
あ
る
い
は
在
来
工
法
）
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
戦
後
、
北
米
か
ら
入
っ
て
き
た
工
法
は
、
同
じ
木
造
で

も
軸
組
工
法
と
は
断
面
寸
法
の
異
な
る
構
造
材
を
用
い
、
か
つ
、

強
度
を
高
め
る
た
め
に
合
板
を
張
り
ま
す
。
こ
れ
は
ツ
ー
バ
イ
フ

ォ
ー
（
枠
組
壁
工
法
）
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
輸

入
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
工
法
で
建
て
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
で
は
耐
震
性
能
を
高
め
る
た
め
に
、
軸
組
工
法

で
も
合
板
を
張
り
付
け
た
り
、
金
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
す
る
も

の
が
現
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
中
身
を
よ
く
調
べ
な
い
で
工
法
の
名

称
だ
け
で
性
能
や
デ
ザ
イ
ン
を
云
々
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。

●
構
造
を
材
料
で
分
類
す
る
と
木
造
・
鉄
筋

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
鉄
骨
造
な
ど
が
あ
る

●
柱
と
梁
で
支
え
る
工
法
と
、
壁
で
支
え
る
工
法

平成１２年度に建設され
た約１２０万戸の内訳

木造のほとんどが
戸建住宅

鉄筋コンクリート
造のほとんどが共同
住宅（マンションなど）

木造

４５％

鉄筋
コンクリート造

鉄骨造

２１％

（ ）

３４％

たくさんある構造・工法
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●●●●●●●●●●●●

古くからあり、どんな間取りにも対応できる工法

●木造軸組工法の特徴

　古くから日本で親しまれてきた工法で、在来工法とも
言われている。日本の戸建住宅の７割はこの工法で建て
られている。柱や梁、桁に木材を使用して骨組みを造る
ので、柱や梁などほとんどの部位の位置、高さを自由に
決めることができる。耐震性向上のためには、筋交いが
使われる。従って、間取りから外観デザインまで、他の
工法に比べて自由度が高く、変化のある設計ができる。
増改築も容易。また、狭小敷地や変形敷地など、さまざ
まな敷地に対応できるのも特徴。
　耐震性を高める金物の使用や、工場生産のプレカット
材の使用による品質の安定化など、近年は様々な改良や
合理化がなされたものが多い。

木造軸組工法●●●●●●●●●●●●●●●●●●

北米で生まれ日本に定着した合理化された工法

●ツーバイフォー（２×４）工法の特徴

　北米で生まれた工法で、日本には１９７４年から本格的
に導入された。正式には枠組壁工法と言われるが、ツー
バイフォー（２×４）と名付けられたのは、厚さ２イン
チ×幅４インチの角材を多量に使用するため。この角材
と構造用合板で床・壁・天井・屋根に丈夫なパネルを造
り、組み立てる。同じ木造でも軸で重さを支える軸組工
法と違って、床・壁・天井の６面体で支えるのが特徴。
気密性が高く、耐震性・耐火性にも優れている。部材の
種類も少なく、熟練した技術も必要ないので、工期も比
較的短い。その意味でアメリカナイズされた合理的な工
法と言える

ツーバイフォー工法
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●●●●●●●●●●●●●●

工場で生産される高品質住宅

木質パネル工法●●●●●●●●●●●●●●●●●●

頑強な構造が耐震性・耐火性・耐久性を生む

鉄筋コンクリート造

●木質パネル工法の特徴

　工法としてはツーバイフォー工法と同じように、壁・
床・天井の壁面をパネルで構成する工法である。しかし、
ツーバイフォー工法が米国の規格で造られた輸入材を使
用して現場施工されることが多いのに対し、木質パネル
工法は壁や床に工場生産したパネルを使用するところが、
大きく違う。
　品質管理の行き届いた工場でパネルを生産するため、
品質が安定し、短い工期で家が建てられる他、洋風住宅
に限らず、和風住宅などにも対応できるメリットがある。
性能面でも、ツーバイフォー工法と同様に、壁工法なら
ではの気密性に優れ、地震にも強い。

●鉄筋コンクリート造の特徴

　鉄筋コンクリートは、圧縮には強いが引っ張りには弱
いコンクリートの中に、圧縮に弱くても引っ張りに強い
鉄筋を入れたもの。両方の優れた性質を持ち合わせた強
靭な構造材であるため、抜きん出た耐用年数を誇ってい
る。国で定めた法定耐用年数は６０年で、他の工法と比較
しても倍以上。また、耐震性・耐火性も抜群。その他、
気密性・遮音性にも優れている。
　鉄筋コンクリート造にはラーメン構造と壁式構造があ
り、前者は柱や梁を額縁のように造っていく工法、後者
は壁面で構造を保つ。いずれも工期が長く、費用もかか
るのが難点。
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●●●●●●●●●●●●●●●●

工業化住宅のメーカーに多く、鉄骨系で最も多い

●軽量鉄骨軸組工法の特徴

　厚さ３～５Ÿの薄い鋼材（軽量鉄骨）を構造材とし、
鉄筋の筋交い（ブレース）で補強して建物を支える構造。
木造軸組工法とほとんど同じ構造の仕組み。そのため設
計の自由度がありながら、木造以上に柱と柱の幅を長く
伸ばすことができるので、より広い居住空間を創造できる。
　また、構造材が軽量なので３，４階建てにも適し、鉄
骨特有の強度と耐火性から狭小地、密集地における住宅
にも適している。工業化住宅のものには、この軽量鉄骨
造が多い。

軽量鉄骨軸組工法●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

大規模で強度を必要とする住宅向き

●重量鉄骨ラーメン構造

　軽量鉄骨よりも肉厚の、６Ÿ以上の重量鉄骨を使用す
る構造で、共同住宅、オフィスビルや工場といった大規
模建築物に用いられる。素材そのものが非常に強く、抜
群の耐震性・耐久性がある。
　設計の自由度は大きく、数十畳に及ぶ広さや、３階ま
での大きな吹き抜け空間などが容易にできる。他の工法
で必要な耐力壁が必要ないので、後の間取り変更が可能。
　鉄骨には錆や腐食に弱い、高熱にさらされると強度が
下がるという弱点もあるので、防錆、耐火処理が必要。

重量鉄骨ラーメン構造
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●工業化（工場生産）のいろいろ
　（工業化の比率にはさまざまある）

低い

高い

工
業
化
率

プレハブ住宅の工業化率

3

工
業
化
と
プ
レ
ハ
ブ
住
宅

20
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建
築
の
生
産
は
昔
は
ほ
と
ん
ど
現
場
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
木
造
建
築
で
は
ノ
ミ
や
カ
ン
ナ
を
使
っ
て
部
材
の
加
工
ま
で

現
場
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
場
だ
け
で
造
っ
て
い
た
の
で
は

生
産
性
が
悪
く
、
工
期
も
徒
に
長
く
な
る
だ
け
で
す
。
質
の
よ
い

建
物
を
早
く
、
安
く
、
か
つ
大
量
に
造
る
た
め
に
は
、
部
材
や
部

位
な
ど
は
工
場
で
造
る
方
が
よ
い
は
ず
で
す
。
こ
れ
を
工
業
化
と

言
っ
た
り
し
ま
す
が
、
工
業
化
・
量
産
住
宅
の
考
え
は
２０
世
紀
前

半
か
ら
す
で
に
欧
米
の
建
築
家
が
頭
に
描
い
て
い
ま
し
た
。
ド
イ

ツ
の
グ
ロ
ピ
ウ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
フ
ラ
ー
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な

人
物
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
考
え
を
大
規
模
に
実
践
し
大
成
功
を
収
め
た
の

は
、
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
工
業
化
住
宅
の
メ
ー
カ
ー
で
す
。
日

本
の
工
業
化
住
宅
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
は
１
社
で
年
間
１
万
戸
以

上
の
住
宅
を
量
産
し
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
住
宅
会
社

が
存
在
し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
す
。

　
近
年
の
建
物
は
多
か
れ
少
な
か
れ
部
材
や
部
位
な
ど
を
工
場
で

製
作
し
、そ
れ
を
現
場
に
搬
送
し
組
み
立
て
施
工
し
て
い
き
ま
す
。

在
来
工
法
と
言
わ
れ
る
木
造
軸
組
工
法
で
さ
え
、
構
造
材
は
工
場

で
プ
レ
カ
ッ
ト
さ
れ
現
場
に
搬
送
さ
れ
る
の
が
普
通
で
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
建
物
で
も
、
工
場
で
造
ら
れ
た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
版
と

言
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ボ
ー
ド
が
使
用
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　
工
場
で
生
産
さ
れ
る
比
率
の
こ
と
を
工
業
化
率
と
言
っ
た
り
し

ま
す
が
、
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
（
工
業
化
住
宅
）
と
は
こ
の
工
業
化
率

が
高
い
も
の
を
言
い
ま
す
。
最
も
工
業
化
率
の
高
い
も
の
は
ユ
ニ

ッ
ト
工
法
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
箱
状
の
ユ
ニ
ッ
ト
ま
で
工
場
で

製
造
し
工
業
化
率
は
８０
％
以
上
に
も
達
し
ま
す
が
、
工
業
化
率
が

高
い
ほ
ど
生
産
性
が
高
ま
り
優
位
か
と
言
う
と
、
そ
う
で
も
な
い

よ
う
で
す
。
生
産
コ
ス
ト
や
収
益
は
単
純
に
工
業
化
率
だ
け
で
定

ま
る
の
で
は
な
く
生
産
棟
数
、
現
場
と
工
場
と
の
距
離
、
販
売
管

理
費
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
に
よ
っ
て
も
変
化
す
る
よ
う
で
す
。

●
現
場
施
工
か
ら
工
業
化
へ

●
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
は
工
業
化
率
の
高
い
住
宅
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★プレハブ住宅でも、構造材の材料には木、コンクリート、鉄骨が使われます。最も多い
ものは軽量鉄骨を使ったものです。かくして、現代の住宅では、工業化という生産方法
も大きな意味を失ってしまい、差別化の切り札とはなりえません。

木材のプレカット
（構造材の切断、仕口加工）

壁などの部位の
パネル製作

室ユニットの製作・
現場組立て
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●明治以前の住宅

明治以前と戦後の住宅

4

日
本
の
住
宅
の
流
れ
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本
書
は
歴
史
の
本
で
は
な
い
の
で
、
日
本
の
住
宅
の
歴
史
を
解

説
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
住
宅
は
建
設
時
に
社

会
の
影
響
を
強
く
受
け
る
一
方
で
、
建
て
て
し
ま
う
と
何
十
年
も

（
場
合
に
よ
っ
て
は
１
０
０
年
以
上
も
）
そ
の
場
に
居
座
り
ま
す

の
で
、
日
本
人
が
今
ま
で
に
ど
ん
な
住
宅
を
建
て
て
き
た
か
を
お

お
よ
そ
で
も
よ
い
か
ら
見
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
明
治
以
前
は
、
数
奇
屋
や
民
家
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
木
造
の
建
物
が
全
て
で
し
た
。
明
治
以
後
、
西
洋
の
技

術
と
様
式
（
デ
ザ
イ
ン
）
が
入
っ
て
、
木
造
の
洋
館
や
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
の
建
物
も
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
影

響
は
一
般
の
住
宅
に
対
し
て
は
紙
障
子
を
ガ
ラ
ス
に
替
え
た
程
度

で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
後
は
、
住
宅
の
状
況
が
一
変
し
ま
す
。

戦
災
と
人
口
増
に
よ
る
住
宅
不
足
に
対
処
す
る
た
め
に
、
量
産
化

が
叫
ば
れ
ま
し
た
。
量
産
化
の
た
め
に
日
本
住
宅
公
団
の
創
設
、

公
営
住
宅
の
建
設
、
住
宅
金
融
公
庫
に
よ
る
持
家
建
設
の
支
援
、

工
業
化
住
宅
に
よ
る
建
設
の
合
理
化
な
ど
な
ど
、
様
々
な
政
策
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
の
不
燃
化
と
い
う
こ
と
が
標
榜

さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
共
同
住
宅
が
市
街
地
や
大
規
模
な
団
地

に
多
数
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
木
造
住
宅
も
そ
の
影

響
を
受
け
て
、
防
火
基
準
が
諸
外
国
よ
り
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
建
設
さ
れ
た
住
宅
の
品
質
と
な
る
と
、
１
９
８
０
年

以
前
の
も
の
は
、
一
部
の
も
の
を
除
け
ば
お
寒
い
限
り
で
す
。
狭

い
、
寒
い（
冬
は
結
露
す
る
）、
危
な
い（
と
く
に
地
震
に
対
し
て
）、

傷
み
が
早
い
、
が
共
通
す
る
欠
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
ウ

サ
ギ
小
屋
」
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
も
し
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
た
く

さ
ん
建
て
る
と
い
う
こ
と
に
専
心
し
過
ぎ
た
た
め
に
、
建
物
の
質

や
性
能
と
い
う
こ
と
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
質
に
無

頓
着
な
こ
の
傾
向
は
未
だ
に
影
を
落
と
し
て
お
り
、
悪
質
な
業
者

に
よ
る
も
の
は
「
欠
陥
住
宅
」
と
呼
ば
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
戦
後
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
の
大
き
な
問
題
で
す
。
２１
世

紀
の
私
た
ち
は
こ
の
問
題
を
解
決
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
戦
後
量
産
さ
れ
た
質
の
悪
い
住
宅
が
問
題

P
a
r
t
1

数奇屋造りの家 古民家

●戦後の住宅

コンクリート造の共同住宅（大規模団地）阪神・淡路大震災で倒壊した木造住宅


